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▲ ヨネヤマプランテイシ ョン （横 浜市緑区）

平成4年9月 オー プン。店内では観葉植物，

観 賞魚，飼育道 具等 を販売 してい る。

＜内部の溶融亜鉛鉄骨部材

鋼材 との継 ぎ目に不め っき処理 を施 したあ

と，溶融亜鉛め っ きを行い，不め っき処理

した部分 は， ボル ト接合後 ジンク リッチペ

イ ン トで防錆処理 を してい る。



溶融亜鉛めっきの不めっき処理

溶融亜鉛めっき製品は一般的に全表面にめっきを施し

て用いられているが，通常の摩擦接合による高力ボル ト

接合面， まためっき後に溶接加工される溶接部分など，

溶融亜鉛めっき表面の一部 を 「不めっき」にす る場合が

あります。

摩擦接合面を不めっきにするのは，規定のすべ り係数

を確保するためであります。

溶接部 を不めっきにす るのは，主に亜鉛の鋼材中への

浸透による脆化防止 と溶接加熱時の亜鉛蒸気の影響を避

けるためであ ります。

1． 部分不めっき

部分的に不めっきにするためには，めっき前にマスキ

ングする方法 とめっき後に不要部の亜鉛 を除去する方法

があ ります。ここでは一般的なマスキング方法について

示 します。

（1）さびやスケールの厚い部材
エポキシ樹脂塗料のように耐薬品性の ものを塗布 し，

酸洗処理においてもその部分だけ防錆できないようにし

ます。

さびがあれば溶融亜鉛めっき浴に浸漬してもその部分

だけめっき皮膜が生成しにくいことを利用 したものであ

ります。

（2）大型鋼材や板厚の厚い素材

橋梁や大型構築物に使用される鋼材や厚肉品は溶融亜

鉛との反応時間が長 くなります。めっき浴内で溶融亜鉛

との接触時間が長いと部分的に塗布 した塗料が焼失 し，

めっき皮膜が形成され易くなるため，塗料の重ね塗 りや，

塗布後シールテープを貼るなどの処置をすることが必要

であります。

（3）さびのない素材や機械加工を施したもの

耐薬品性，耐熱性の塗料を2回 塗 りし，めっき直前に

その上に耐熱テープでシールして溶融亜鉛 と接触 しない

ようにする方法が一般的には用いられています。

はけ塗 り
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鋼管の端部不めっき処理

現在，完全な不めっき処理剤は開発されていないが，

めっき後に手入れをして亜鉛を除去す るよりは，何らか

の方法でマスキングし，不めっきにした方が手間が省け

るので部分的不め っきの必要がある場合は，事前に当事

者間で検討 してか らめっき加工 を施すべきと思われます。

なお，耐薬品性の不めっき剤は，一般に自然硬化型の

ため，塗布後通常少なくとも1日 以上経てめっきを行 う

必要があ ります。したがってマスキング処理はめっき工

場に搬入される前のメーカー側で行 うのが望 ましいので

あ ります。

2． ね じ付部材

め っきを施す部 材 に取 付用の ボル トやナ ッ ト及 び ソケ

ッ トなどが 溶接 され ている場 合，ね じ部 に亜鉛 が たま り

嵌 合不良 とな るの でめ っ き後 タ ッピン グす るか，め っ き

前にね じ部 をマ スキン グす る方法が あ ります 。

（1）め っ き後，余剰 の亜 鉛 を除去す る場合， 小径 につ い

て は タッピングによるね じさらいを行 うが， 径が大 きい

場合 は加 熱溶融 させ， ブ ラ ッシン グにて除去 す る方 法 も

あ ります 。
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（2）め っ き前のマ スキン グ処理

ナ ッ トや ボル トのね じ部 に不め っき剤 を塗布 します 。

ボル トが ナ ッ トよ り出た場 合は その部分 も不 め っ き剤 を

塗布 します 。

薩鰺
（塗 料 ， （め っ き後
パ テ等 ） は ずす ）

枕．樽
内ねじ

仮 ソケ ッ トまた は

シー ル 材

（め っ き後

は ずす ）

ね じ部分のマスキング

ニ ップル または

シー ル 材

（め っ き後
は ず す ）

なお現在，不 め っき剤 として用い られて い る薬品 の一

例 として は， 一液性 として大陽化工㈱ のマ ス クエー スG

Z， 二液性 として大豊塗料㈱ サ ン トモマ スキ ング600，㈱

タイム ケ ミカルのパ ワー コー トな どが あ り， 又耐熱 テー

プは 日東電気工業㈱ のマ スキン グテープで あ ります。
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鋼構造物の溶融亜鉛めっきについてのご照会は，上記団体にお問い合わせ下さい。
また，「鋼構造物の溶融亜鉛めっきQ＆A」 「建築用溶融亜鉛めっき構造物の手引き」等を発行していますの

で，あわせてご利用 ください。


